






目的 

ライ症候群が 1963 年に Reyeらによって報告されて以来、多くの報告が、特に米国におい

て見られている。最近のライ症候群の成因については、ミトコンドリアの障害が有力とな

っている。しかしまだ脳障害の本態に関しては十分に解明されていないのが現状である。

今回私共は低血症の患者に Na急速補正を行うと,Central pontine  myelinosis(CPM)を生

じやすいとの報告から,Rat を用いて低Na 血症の実験的脳浮腫を作成し、急速 Na補正を行

い、実験的 CPM を作成するのに成功したので報告する。 


